
記者会見要旨 

 

平成２４年６月４日 

 

原発被災者弁護団 

 

１ 南相馬市原町区案件（一部鹿島区住民等を含む） 総合計３１１世帯１０１４名 

 

・５月１４日申立  ひばり地区  ５９世帯（１６１名） 

 

・６月４日申立   ひばり地区  ９５世帯（２９０名） 

            太田地区   １５７世帯（５６３名） 

            合計    ２５２世帯（８５３名）   

 

２ 今回の請求の概要 

 ・申立人数  ２５２世帯，８５３名  

・請求総額  約７０億円 

※対象期間：平成２３年３月１１日～平成２４年５月３１日 

        ※不動産については請求総額に含まれていない（請求保留中） 

  

・申立人の類型 

   避難中        

   避難後帰宅      

   滞在（避難なし）     

   

 ・請求項目 

   避難費用（移動費用，宿泊費等），一時立入費用，帰宅費用 

   検査費用 

除染費用 

   生活費増加分（食費，水購入費，物品購入費，教育関係費，親族等面会交通費等） 

   慰謝料（避難慰謝料，滞在者慰謝料等） 

   就労不能損害，営業損害 

   生命・身体的損害 

   財物損害（動産） 

 

３ 賠償終期問題の行方 

※中間指針第二次追補（第２－１－（２）の（指針）Ⅲ）では，旧緊急時避難準備区域

の避難費用及び精神的損害の賠償終期→原則として，「平成２４年８月末までを目安」 

 

 「南相馬市原町区の住民主体の賠償終期問題等に関するシンポジウム」 

 

  日時：平成２４年７月１日（日）１３：００～１６：００ 

  場所：南相馬市民文化会館 ゆめはっと 大ホール 

  内容：除染と賠償終期問題に関する講演（東京大学 児玉龍彦教授 等） 

南相馬の実情に関する報告（病院，教育，農業・商業関係者 等） 


